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ほっと県議会かがわ

代
表
質
問
《
自
民
党
県
政
会：花
崎
議
員
、

                   

自
民
党
議
員
会：石
川
議
員
、リ
ベ
ラ
ル
香
川：竹
本
議
員
》

一
般
質
問
《
6
会
派
、12
名
の
議
員
が
登
壇
》

議
員
提
出
議
案
等《
条
例
1
件
、意
見
書
5
件
を
可
決
》

常
任
委
員
会
だ
よ
り
・
閉
会
中
の
委
員
会
活
動《
10
〜
11
月
中
》

11
月
定
例
県
議
会

○
令
和
２
年
度
香
川
県
一
般
会
計
補
正
予
算
議
案（
総
額
79
億
8
0
0
万
円
余
）

主
な
議
案

そ
の
他
37
議
案

可
決
・
同
意
等
さ
れ
た
知
事
提
出
議
案

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
で
は
、「
感
染
拡
大
防
止
対
策
と
医
療
提
供

体
制
の
整
備
」と
し
て
環
境
保
健
研
究
セ
ン
タ
ー
の
検
査
機
能
強
化
の
た
め
の
資

機
材
整
備
、そ
の
他「
雇
用
の
維
持
・
事
業
の
継
続
」、「
地
域
経
済
の
回
復
・
活
性

化
」に
係
る
事
業
に
要
す
る
経
費
、防
災
・
減
災
対
策
及
び
地
域
活
性
化
対
策
で

は
、森
林
荒
廃
地
の
整
備
や
小
規
模
土
地
改
良
事
業
に
よ
る
農
業
生
産
基
盤
の

整
備
や
道
路
等
の
維
持
修
繕
な
ど
の
補
正
予
算
。

高校生フォトコンテスト議長賞作品
「時を共に」
撮影者：高松第一高校
          矢野 百花さん
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11月定例会
11月24日から12月15日

11月定例会　代表質問

代表質問
11月26日

自民党議員会

　
　
浜
田
知
事
各
市
町
が
行
う
出

張
申
請
サ
ポ
ー
ト
に
、引
き
続
き
、県

職
員
を
派
遣
し
、申
請
機
会
の
拡
大
を

支
援
す
る
ほ
か
、令
和
４
年
度
末
ま
で

に
住
民
の
ほ
と
ん
ど
に
カ
ー
ド
が
行 自民党県政会

花崎 光弘 議員

答 　
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普

及
促
進
は
。

問

　
　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流
行
期
を

見
据
え
た
検
査
体
制
等
は
。

問 　
　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
幅
広

い
課
題
へ
の
対
応
は
。

問

　
　
歯
と
口
腔
の
健
康
づ
く
り
の

取
組
み
は
。

問

　
　
知
事
今
年
度
、
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
の
多
量
排
出
事
業
者
や
、
ご
み

の
回
収
を
行
う
各
市
町
な
ど
に
対

し
て
実
態
調
査
を
行
っ
て
お
り
、

今
後
、
排
出
削
減
や
リ
サ
イ
ク
ル

推
進
に
向
け
た
課
題
を
明
確
に

し
、解
決
策
を
検
討
す
る
。

　
次
期
香
川
県
海
岸
漂
着
物
対
策

等
推
進
計
画
の
策
定
に
向
け
た
調

査
で
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
を
詳
細

に
調
査
し
、
円
滑
な
回
収
・
処
理
に

つ
な
が
る
取
組
み
を
検
討
す
る
。

　
県
、
各
市
町
、
関
係
団
体
等
が
連

携
し
、
パ
ト
ロ
ー
ル
、
清
掃
活
動
、

啓
発
に
引
き
続
き
取
り
組
む
。

　
特
に
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み

対
策
は
、広
域
的
な
取
組
み
で
よ
り

大
き
な
効
果
が
期
待
で
き
る
た
め
、

岡
山
県
な
ど
近
隣
県
と
の
連
携
を
広

げ
、推
進
体
制
を
構
築
し
て
い
く
。

答

　
　
行
政
手
続
き
に
お
け
る
押
印

の
見
直
し
は
。

問　
　
知
事
教
育
委
員
会
、
病
院
局

等
も
含
め
て
調
査
を
行
っ
た
と
こ

ろ
、
県
へ
の
手
続
き
で
、
押
印
を
求

め
て
い
る
も
の
が
約
８
５
０
０
件

あ
り
、
こ
の
う
ち
、
県
民
、
法
人
等

が
押
印
す
る
も
の
が
約
７
５
０
０

件
、
職
員
等
が
押
印
す
る
も
の
が

約
１
０
０
０
件
あ
っ
た
。

　
今
後
の
押
印
見
直
し
は
、
国
が

法
令
等
で
押
印
を
求
め
て
い
る
約

２
５
０
０
件
は
、
国
で

検
討
が
進
め
ら
れ
る

と
承
知
し
て
い
る
が
、

県
が
独
自
に
求
め
て

い
る
約
６
０
０
０
件

は
、
本
人
確
認
や
文
書

内
容
の
真
正
性
の
担
保

な
ど
の
観
点
か
ら
、
廃

止
し
た
場
合
に
支
障
が

答

き
渡
る
こ
と
を
目
指
し
た
各
市
町
の

交
付
円
滑
化
計
画
の
運
用
に
、
必
要

な
助
言
を
行
う
。カ
ー
ド
未
取
得
者
へ

の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
付
き
交
付
申
請
書
送

付
な
ど
の
普
及
活
動
の
ほ
か
、広
報
誌

や
テ
レ
ビ
、ラ
ジ
オ
な
ど
を
活
用
し
、

来
年
３
月
か
ら
始
ま
る
カ
ー
ド
の
健

康
保
険
証
利
用
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト

や
、カ
ー
ド
に
は
税
な
ど
の
機
微
に

わ
た
る
情
報
は
格
納
さ
れ
て
い
な

い
な
ど
の
安
全
性
を
丁
寧
に
説
明

し
、周
知
活
動
を
強
化
し
て
い
く
。

　
県
民
に
理
解
を
求
め
、
取
得
を

促
進
す
る
以
上
、
県
職
員
も
率
先

し
て
取
得
に
取
り
組
む
必
要
が
あ

る
旨
を
、改
め
て
強
く
周
知
す
る
。

　
　
知
事
新
た
に
、中
讃
保
健
所
で

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
行
う
た
め
の
補
正
予

案
を
提
案
し
て
い
る
ほ
か
、か
か
り
つ

け
医
等
の
身
近
な
医
療
機
関
に
電
話

相
談
の
う
え
、発
熱
患
者
等
の
診
療
や

検
査
が
で
き
る
体
制
を
新
た
に
構
築

し
、
11
月
か
ら
運
用
開
始
し
て
い
る
。

診
療
等
に
あ
た
る
診
療
・
検
査
医
療
機

関
を
２
３
７
箇
所
指
定
し
た
が
、11
月

末
ま
で
追
加
の
募
集
を
行
い
、引
き
続

き
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
両
方
に
適
切
に
対
応
で

き
る
検
査
体
制
の
充
実
に
取
り
組
む
。

　
検
体
の
搬
送
体
制
は
、
検
査
件
数

や
患
者
数
の
増
加
に
対
応
で
き
る
よ

う
香
川
県
タ
ク
シ
ー
協
同
組
合
と
検

体
等
の
搬
送
に
係
る
協
定
を
締
結

し
、地
域
の
医
療
機
関
や
保
健
所
で

採
取
し
た
検
体
を
検
査
機
関
へ
搬
送

す
る
業
務
を
連
携
し
て
行
う
。

答　
　
知
事
今
年
度
は
、
オ
ー
ラ
ル

フ
レ
イ
ル︵
　
　
　
　 

︶対
策
や
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
流
行

下
の
口
腔
の
健
康
等
を
内
容
と
す

る
県
民
公
開
講
座
を
11
月
15
日
に

開
催
し
た
ほ
か
、各
市
町
が
検
診
に

あ
わ
せ
て
行
う
歯
の
表
面
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
に
対
す
る
助
成
を
行
う
な

答

マイナンバーカード啓発チラシ

な
い
か
ど
う
か
の
検
証
を
行
い
、ま

た
、押
印
に
代
え
て
電
子
署
名
を
求
め

る
場
合
に
は
、デ
ジ
タ
ル
機
器
に
不
慣

れ
な
高
齢
者
等
へ
の
配
慮
も
必
要
な

た
め
、国
の
議
論
も
注
視
し
な
が
ら
、

丁
寧
に
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

※
1 

2
ペ
ー
ジ

右
欄
外
参
照

※
1 

オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
＝
口
腔
の
機
能
の
さ
さ
い
な
衰
え
。
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那
須
警
察
本
部
長
科
学
技

術
分
野
の
発
展
に
よ
る
変
化
に
適

応
し
治
安
上
の
課
題
に
適
切
に
対

応
す
る
た
め
、
昨
年
５
月
に
香
川

県
警
察
運
営
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推

進
委
員
会
を
設
置
し
、
警
察
運
営

に
お
け
る
Ａ
Ｉ
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
な
ど
の

先
端
技
術
等
の
効
果
的
な
活
用
を

調
査
・
研
究
し
て
い
る
。

　
昨
年
10
月
か
ら
自
動
車
保
管
場

所
証
明
事
務
の
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ

る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
を
開

始
し
、７
月
か
ら
は
香
川
県
警
察
行

　    

警
察
運
営
の
デ
ジ
タ
ル
化
へ

の
取
組
み
は
。　

答 問

　
　
知
事
防
疫
措
置
に
つ
い
て

は
、
関
係
者
間
の
情
報
共
有
を
図

り
、国
や
自
衛
隊
を
は
じ
め
、地
元

自
治
体
等
の
応
援
を
得
て
、
迅
速

な
実
施
に
努
め
て
い
る
。

　
発
生
拡
大
を
防
ぐ
た
め
、
小
型

野
生
動
物
の
侵
入
予
防
対
策
の
再

点
検
の
要
請
と
実
施
状
況
の
確
認

を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
三
豊
市
の

発
生
農
場
の
周
辺
道
路
や
近
隣
た

め
池
の
外
側
等
に
お
け
る
消
毒
作

業
や
、
県
内
全
養
鶏
場
へ
の
消
毒

用
石
灰
の
配
布
を
実
施
す
る
な
ど

取
組
み
を
進
め
て
い
る
。

　
農
家
へ
の
支
援
は
、﹁
殺
処
分
手

当
金
﹂や﹁
家
畜
伝
染
病
予
防
費
負

担
金
﹂
な
ど
の
早
期
交
付
を
支
援

す
る
ほ
か
、
手
当
金
等
の
交
付
ま

で
の
つ
な
ぎ
資
金
の
利
子
及
び
保

証
料
の
補
給
な
ど
に
必
要
な
予
算

を
、今
定
例
会
に
提
案
し
て
い
る
。

　    

高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
防
疫
対
策
と
農
家
へ
の
支
援
は
。

　
　
知
事
香
南
工
区
の
整
備
は
、

高
松
市
道
香
川
綾
南
線
以
北
の
バ

イ
パ
ス
区
間
、約
１
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

の
整
備
を
重
点
的
に
進
め
て
い
る
。

こ
の
バ
イ
パ
ス
区
間
は
、９
月
に
す

べ
て
の
用
地
買
収
が
完
了
し
、
現

在
、境
界
構
造
物
や
排
水
構
造
物
等

の
改
良
工
事
を
順
次
進
め
て
い
る
。

　
今
後
は
、
本
線
２
車
線
の
外
側

に
あ
る
側
道
及
び
歩
道
の
来
年
度

中
の
供
用
開
始
を
目
指
し
、
改
良

工
事
に
加
え
、
舗
装
工
事
や
交
通

安
全
施
設
工
事
等
を
行
う
。

　
次
の
整
備
予
定
区
間
で
あ
る
バ

イ
パ
ス
区
間
終
点
か
ら
南
側
の
道

の
駅
﹁
香
南
楽
湯
﹂
付
近
ま
で
の
、

約
５
０
０
メ
ー
ト
ル
は
、
交
差
す

る
県
道
三
木
綾
川
線
及
び
高
松
市

道
香
川
綾
南
線
な
ど
を
高
架
構
造

で
跨
ぐ
計
画
で
あ
り
、現
在
、橋
梁

詳
細
設
計
を
実
施
し
て
い
る
。

　    

空
港
連
絡
道
路
の
香
南
工
区
の

整
備
状
況
と
今
後
の
取
組
方
針
は
。

問

問答

答　
　
工
代
教
育
長
﹁
小
・
中
学
校
に

お
け
る
新
し
い
指
導
体
制
の
在
り

方
検
討
委
員
会
﹂で
議
論
を
進
め
る

と
と
も
に
、
10
月
に
﹁
香
川
県
教
育

施
策
推
進
協
議
会
﹂
を
立
ち
上
げ
、

　    

教
育
力
の
向
上
と
人
材
確

保
の
取
組
み
は
。

問答

　    

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
を
踏
ま
え
た
県
産

品
振
興
は
。

問　
　
知
事
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
の
影
響
を
最
小
限
に
抑

え
、安
定
し
た
販
売
継
続
の
た
め
に

は
、多
様
な
販
売
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
確

保
が
重
要
で
あ
り
、６
月
か
ら
新
た

に
テ
レ
ビ
通
販
に
よ
り
、オ
リ
ー
ブ

牛
な
ど
を
販
売
し
た
ほ
か
、ネ
ッ
ト

販
売
で
は
12
月
か
ら
首
都
圏
の
百

貨
店
が
運
営
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
ス

ト
ア
で
の
販
売
を
開
始
す
る
と
と

も
に
、
海
外
に
向
け
て
は
、
四
国
４

県
で
連
携
し
、中
国
向
け
の
通
販
サ

イ
ト
を
10
月
に
立
ち
上
げ
た
。

　
海
外
で
の
販
路
開
拓
は
、
７
月

か
ら
香
港
で
現
地
企
業
に
よ
る
代

答 ど
、成
人
期
の
歯
周
病
対
策
を
強
化

し
て
い
る
。

　
歯
科
衛
生
士
や
歯
科
技
工
士
な
ど

の
人
材
育
成
は
、養
成
施
設
が
実
施
す

る
修
学
資
金
の
貸
付
け
や
、県
歯
科
医

師
会
が
実
施
す
る
復
職
支
援
講
習
会

の
開
催
に
補
助
す
る
な
ど
、学
生
や
資

格
所
有
者
へ
の
支
援
に
取
り
組
ん
で

い
る
ほ
か
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
と
し
て
、養
成
施
設
が
行
う

遠
隔
授
業
に
必
要
な
機
材
の
整
備
等

に
補
助
す
る
費
用
に
つ
い
て
今
定
例

会
に
補
正
予
算
案
を
提
案
し
た
。

政
手
続
オ
ン
ラ
イ
ン
化
等
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
、オ
ン
ラ
イ
ン

化
の
対
象
と
す
る
手
続
の
把
握
や

運
用
方
法
の
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

　
情
報
管
理
シ
ス
テ
ム
の
合
理

化
・
高
度
化
を
推
進
し
、
警
察
運
営

の
合
理
化
・
効
率
化
を
図
る
と
と

も
に
、
急
速
に
進
む
デ
ジ
タ
ル
化

に
適
切
に
対
応
し
て
い
く
。

次
期
教
育
基
本
計
画
が
目
指
す
べ

き
方
向
性
の
検
討
を
始
め
た
。確
か

な
学
力
の
育
成
の
た
め
の﹁
き
め
細

か
な
指
導
﹂や﹁
協
働
的
な
学
び
﹂に

加
え
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
や
身
体
的
な

距
離
の
確
保
な
ど
、新
し
い
時
代
の

学
習
環
境
と
し
て
、少
人
数
学
級
や

小
学
校
高
学
年
に
お
け
る
専
科
指

導
の
拡
充
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
若
手
教
員
の
小
・
中
学
校
間
の
交

流
人
事
を
積
極
的
に
行
っ
た
り
、中

学
校
や
高
校
の
免
許
を
有
す
る
専

門
性
の
高
い
教
員
や
退
職
後
の
中

学
校
教
員
を
小
学
校
の
専
科
指
導

に
充
て
る
な
ど
、効
果
的
な
教
員
の

配
置
も
総
合
的
に
検
討
し
て
い
く
。

理
営
業
を
導
入
し
て
お
り
、
他
の

ア
ジ
ア
諸
国
へ
の
展
開
に
つ
い
て

調
整
を
進
め
て
い
る
ほ
か
、
バ
イ

ヤ
ー
と
の
リ
モ
ー
ト
会
議
や
オ
ン

ラ
イ
ン
商
談
会
を
駆
使
し
な
が

ら
、
継
続
的
な
販
売
促
進
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

●
条
例
等

請
願
・
陳
情

○
不
採
択
　
　
　
　
　
　
　
　   

　  

1
件

・
核
兵
器
禁
止
条
約
の
調
印
・
批
准
を
求
め
る

意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

○
継
続
審
査
　
　
　
　
　
　   

　 

　
2
件

・
厳
し
い
財
政
の
下
、政
務
活
動
費
の
使
途
適

 

正
化
に
向
け
て
領
収
書
等
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

 

ジ
公
開
等
を
早
急
に
実
現
す
る
こ
と
を
求

 

め
る
こ
と
に
つ
い
て

・
日
米
地
位
協
定
の
改
定
を
求
め
る
意
見
書

 

の
提
出
に
つ
い
て

◆
審
査
件
数

任
命・選
任
同
意
の
人
事
案
件

◆
香
川
県
教
育
委
員
会
委
員

3
件

議
員
提
出
議
案

❶
香
川
県
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
、費
用
弁

　
償
及
び
期
末
手
当
支
給
条
例
の
一
部
を
改

　
正
す
る
条
例
議
案︵
可
決
︶ 

●
意
見
書

❶
地
方
自
治
体
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
着
実
な
推

　
進
を
求
め
る
意
見
書︵
可
決
︶

❷
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
悪
質
な
誹
謗
中

　
傷
の
抑
止
と
被
害
者
救
済
に
つ
い
て
の
意

　
見
書︵
可
決
︶

❸
台
湾
の
世
界
保
健
機
関︵
Ｗ
Ｈ
Ｏ
︶へ
の
参

　
加
を
求
め
る
意
見
書︵
可
決
︶

❹
公
立
・
公
的
病
院
の
再
編
・
統
合
に
関
す
る

　
意
見
書︵
可
決
︶

❺
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
に
関

　
す
る
意
見
書︵
可
決
︶

木
下
　
敬
三︵
同
意
︶

◆
香
川
県
監
査
委
員

木
下
　
典
幸︵
同
意
︶
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教
育
長
﹁
小
・
中
学
校
に
お
け
る

新
し
い
指
導
体
制
の
在
り
方
検
討
委

員
会
﹂
の
議
論
で
、
学
習
意
欲
を
喚
起

す
る
授
業
の
必
要
性
や
、﹁
主
体
的
・
対

話
的
で
深
い
学
び
﹂が
実
現
可
能
な
体

制
整
備
の
重
要
性
に
つ
い
て
意
見
が

あ
っ
た
ほ
か
、
指
導
面
の
課
題
と
し

て
、
習
得
し
た
知
識
・
技
能
を
総
合
的

に
組
み
合
わ
せ
て
実
践
す
る
機
会
や
、

個
を
活
か
し
た
協
働
的
な
学
び
の
機

会
が
少
な
い
と
い
う
意
見
が
あ
っ
た
。

　
こ
の
た
め
、小
学
校
で
の
専
科
指
導

の
拡
充
や
少
人
数
学
級
を
、今
後
の
指

導
体
制
の
柱
と
し
て
検
討
す
る
ほ
か
、

学
習
指
導
で
は
、
活
発

な
意
見
交
換
な
ど
に
よ

り
、
新
し
い
発
見
や
豊

か
な
発
想
を
育
む
授
業

づ
く
り
を
行
う
な
ど
、

児
童
生
徒
の
興
味
や
関

心
を
高
め
る
授
業
を
展

開
し
、
確
か
な
学
力
を

育
成
し
て
い
き
た
い
。

答　
　
警
察
本
部
長
交
通
事
故
死
者

答 問　
　
小
・
中
学
校
の
指
導
体
制
は
。

問　　
交
通
死
亡
事
故
の
抑
止
対
策
は
。

問　
　
待
機
児
童
対
策
は
。

答　
　
知
事
需
要
に
見
合
う
保
育
士

人
材
の
確
保
の
た
め
、
保
育
士
人

材
バ
ン
ク
等
を
通
じ
た
就
職
支
援

や
、
就
職
準
備
金
の
貸
付
け
な
ど

に
よ
る
潜
在
保
育
士
の
復
職
支
援

な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
保
育
士
の
離
職
防
止
を
図
る
た

め
賃
金
改
善
等
を
行
っ
た
ほ
か
、

清
掃
や
遊
具
の
消
毒
な
ど
を
担
う

答　
　
知
事
イ
ノ
シ
シ
被
害
未
然
防

止
緊
急
対
策
事
業
に
よ
り
、高
松
市

の
市
街
地
沿
岸
部
の
出
没
件
数
が

大
幅
に
減
少
し
た
が
、中
讃
地
域
で

出
没
や
人
身
被
害
が
相
次
い
だ
た

め
、
沿
岸
部
４
市
町
と
協
議
を
行

い
、緊
急
性
の
高
い
箇
所
で
の
侵
入

防
止
ネ
ッ
ト
の
設
置
や
捕
獲
の
強

化
な
ど
の
対
策
を
進
め
る
。

　
昨
年
度
か
ら
県
事
業
で
捕
獲
し

た
イ
ノ
シ
シ
は
、
島
し
ょ
部
を
除

き
焼
却
処
理
を
進
め
て
い
る
ほ

か
、
各
市
町
が
行
う
一
時
的
に
保

管
す
る
大
型
冷
凍
庫
の
整
備
に
助

成
し
て
い
る
。
若
者
や
女
性
対
象

の
免
許
取
得
の
入
門
講
座
や
、
段

階
に
あ
わ
せ
た
捕
獲
技
術
講
習
会

を
開
催
す
る
ほ
か
、
県
内
の
農
業

科
を
有
す
る
大
学
や
高
等
学
校
の

生
徒
に
免
許
取
得
を
呼
び
か
け
、若

年
層
確
保
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

自民党議員会自民党議員会
石川　豊 議員

答 問　
　
知
事
国
の
リ
エ
ゾ
ン
職
員
等

を
通
じ
関
係
者
間
の
情
報
共
有
を

図
り
、
国
や
各
自
治
体
の
協
力
を

得
て
人
員
や
資
機
材
等
が
確
保
で

き
た
こ
と
、
殺
処
分
等
を
早
期
に

実
施
す
る
た
め
、
自
衛
隊
の
災
害

派
遣
を
受
け
ら
れ
た
ほ
か
、
地
元

建
設
業
協
会
な
ど
関
係
団
体
等
と

の
事
前
協
定
に
基
づ
き
、
各
種
作

業
を
請
け
負
っ
て
も
ら
え
た
こ
と

な
ど
が
、
想
定
期
間
内
の
防
疫
措

置
の
完
了
の
要
因
と
考
え
る
。
　

　
養
鶏
業
者
へ
の
支
援
は
、﹁
殺
処

分
手
当
金
﹂
や
﹁
家
畜
伝
染
病
予
防

費
負
担
金
﹂な
ど
の
早
期
交
付
を
支

援
す
る
ほ
か
、手
当
金
等
の
交
付
ま

で
の
つ
な
ぎ
資
金
の
利
子
及
び
保

証
料
の
補
給
な
ど
に
必
要
な
予
算

を
、今
定
例
会
に
提
案
し
て
い
る
。

　
　
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
へ
の
防
疫
対
応
及
び
養
鶏
業
者

へ
の
支
援
は
。

問　
　
有
害
鳥
獣
対
策
は
。

答 問　
　
知
事
観
音
寺
ス
マ
ー
ト
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ︵
仮
称
︶は
、10
月
に

国
か
ら
新
規
事
業
採
択
が
発
表
さ

れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
、
令
和

７
年
度
の
事
業
完
了
を
目
指
し
、

西
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
や
観

音
寺
市
に
お
い
て
、
工
事
着
手
に

向
け
た
準
備
を
進
め
て
い
る
と

伺
っ
て
い
る
。
坂
出
北
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
は
、
今
年
度
か
ら
工
事

に
着
手
し
、
令
和
６
年
度
の
事
業

完
了
を
目
指
す
と
伺
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
は
、

高
速
道
路
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
強
化
さ

れ
、
地
域
産
業
基
盤
の
強
化
や
、
観
光

振
興
へ
の
貢
献
に
加
え
、救
急
搬
送

や
災
害
時
の
迂
回
路
と
し
て
の
活

　
　
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

の
整
備
効
果
と
今
後
の
予
定
は
。

﹁
保
育
士
支
援
員
﹂
を
配
置
す
る
民

間
保
育
所
等
へ
の
支
援
を
実
施
す

る
な
ど
職
場
環
境
の
改
善
に
努
め

て
い
る
。
加
え
て
、
新
た
に
、
保
育

士
等
が
感
染
症
対
策
等
に
つ
い
て

相
談
で
き
る
窓
口
の
設
置
や
専
門

家
の
派
遣
等
を
実
施
す
る
各
市
町

を
支
援
す
る
な
ど
、
保
育
士
等
の

不
安
の
軽
減
を
図
っ
て
い
る
。

　
今
後
、
保
育
士
の
就
業
の
継
続

を
図
り
、
保
育
の
質
の
向
上
に
も

つ
な
が
る
対
策
を
強
化
し
た
い
。

用
が
期
待
さ
れ
る
た
め
、地
域
の
活

性
化
や
安
全
・
安
心
の
確
保
に
重
要

な
事
業
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

安全運転相談ダイヤルのリーフレット

※
2 

4
ペ
ー
ジ

右
欄
外
参
照

※
2 

＃
８
０
８
０︵
シ
ャ
ー
プ
ハ
レ
バ
レ
︶＝
加
齢
に
伴
う
身
体
機
能
の
低
下
等
の
た
め
、自
動
車
等
の
安
全
な
運
転
に
不
安
の
あ
る
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
や
そ
の
家
族
等
か
ら
の
相
談
を
受
け
付
け
る
安
全
運
転
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
。

に
占
め
る
高
齢
者
の
割
合
が
非
常

に
高
く
、
歩
行
者
や
自
転
車
利
用

者
の
被
害
が
増
加
し
て
い
る
。

　
高
齢
者
世
帯
訪
問
活
動
や
孫
か
ら

祖
父
母
に
交
通
安
全
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

送
る
取
組
み
な
ど
、高
齢
者
一
人
一
人

の
心
に
届
く
交
通
安
全
教
育
や
、高
齢

運
転
者
等
か
ら
の
運
転
免
許
証
の
自

主
返
納
や
返
納
後
の
社
会
生
活
支
援

等
の
相
談
窓
口
電
話
﹁
＃
８
０
８
０

︵
　
　
　      

︶﹂を
開
設
し
て
い
る
。

　
毎
月
15
日
の
自
転
車
指
導
取
締
り

強
化
日
な
ど
に
自
転
車
乗
車
中
の

ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
の
重
要
性
を
啓

発
す
る
活
動
を
強
化
す
る
ほ
か
、横

断
歩
道
や
押
ボ
タ
ン
式
信
号
の
安
全

利
用
を
促
す
路
面
標
示
シ
ー
ト﹁
お

も
て
な
シ
ー
ト
﹂を
県
下
51
か
所
に

整
備
中
で
あ
り
、横
断
歩
行
者
妨
害

等
の
取
締
り
も
強
化
し
て
い
く
。
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知
事
国
は
、放
射
性
廃
棄
物
を

地
下
３
０
０
メ
ー
ト
ル
以
上
の
深
い

場
所
に
隔
離
し
て
地
層
処
分
す
る
方

針
の
下
、平
成
29
年
７
月
に
、全
国
の
地

下
環
境
等
の
科
学
的
特
性
を
地
図
の

形
で
表
し
た﹁
科
学
的
特
性
マ
ッ
プ
﹂を

公
表
し
、現
在
、全
国
の
市
町
村
か
ら
、

処
分
地
選
定
の
第
一
段
階
と
な
る﹁
文

献
調
査
﹂の
受
入
れ
を
募
っ
て
い
る
。

　
国
の
一
方
的
な
同
マ
ッ
プ
公
表

は
、既
成
事
実
に
つ
な
が
る
恐
れ
が

あ
る
も
の
と
し
て
強
く
懸
念
す
る
と

と
も
に
、本
県
は
今
後
30
年
以
内
の

発
生
確
率
が
高
ま
っ
て
い
る
南
海
ト

ラ
フ
地
震
に
お
い
て
甚
大
な
被
害
が

想
定
さ
れ
る﹁
重
点
受
援
県
﹂の
一
つ

と
な
っ
て
お
り
、地
質
環
境
の
長
期

安
定
性
が
確
保
さ
れ
る
の
か
、極
め

て
疑
問
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

答

　
　﹁
核
の
ご
み
﹂
の
最
終
処
分
に

つ
い
て
の
知
事
の
考
え
は
。

問

　
　
教
育
長
高
校
の
魅
力
づ
く
り

は
、﹁
地
域
課
題
を
題
材
と
し
た
課

題
解
決
学
習
﹂
な
ど
を
通
じ
て
、
全

て
の
高
校
で
進
め
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
り
、い
く
つ
か
の
学
校
で

は
、特
色
あ
る
取
組
み
が
行
わ
れ
て

い
る
。発
表
会
な
ど
を
通
じ
他
校
に

も
広
げ
る
ほ
か
、他
県
の
事
例
な
ど

の
情
報
収
集
を
行
う
な
ど
、高
校
の

魅
力
化
へ
の
支
援
に
取
り
組
む
。

　
今
年
度
の
高
校
入
試
か
ら
全
国

募
集
を
開
始
す
る
高
校
に
つ
い
て

は
、教
育
活
動
を
体
系
的
に
示
し
た

ス
ク
ー
ル
ポ
リ
シ
ー
を
作
成
、公
開

し
、
各
校
の
魅
力
発
信
に
努
め
て
お

答 　
　
県
立
高
校
の
全
国
か
ら
の
生

徒
募
集
は
。

問

　
　
た
め
池
防
災
の
あ
り
方
は
。

問　
　
知
事
た
め
池
の
水
位
を
下
げ

る
落
水
の
実
施
は
、農
業
用
水
確
保

に
苦
心
し
て
き
た
本
県
の
水
事
情

か
ら
難
し
い
状
況
だ
が
、
毎
年
、
梅

雨
期
の
前
や
大
型
の
台
風
接
近
が

予
想
さ
れ
る
際
に
は
、農
地
や
農
業

用
施
設
の
災
害
防
止
の
た
め
、た
め

答

　
　
警
察
本
部
長
人
口
当
た
り
の

交
通
事
故
死
者
数
が
全
国
ワ
ー
ス

ト
の
状
況
が
続
い
て
お
り
、極
め
て

厳
し
い
と
深
く
受
け
止
め
て
い
る
。

　
県
下
一
斉
の
街
頭
交
通
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
や﹁
セ
ー
フ
テ
ィ
リ
ー
ダ
ー

車
運
動
﹂の
促
進
等
で
県
民
に
安
全

行
動
の
重
要
性
を
訴
え
て
き
た
。

　
横
断
歩
道
や
黄
信
号
で
止
ま
ら

な
い
な
ど
交
通
事
故
に
直
結
す
る
行

為
に
対
し
て
躊
躇
す
る
こ
と
な
く
指

導
取
締
り
を
行
う
ほ
か
、赤
色
回
転

灯
の
設
置
や
チ
ラ
シ
の
配
布
な
ど
、

ル
ー
ル
の
遵
守
や
モ
ラ
ル
の
向
上
に

向
け
た
啓
発
活
動
も
推
進
す
る
。

　
運
転
者
へ
の
交
通
安
全
教
育
で

は
、訴
求
力
の
高
い
講
習
要
領
等
の

調
査
、
研
究
を
実
施
し
、
講
習
に
反

映
さ
せ
る
こ
と
で
、ド
ラ
イ
バ
ー
の

交
通
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
遵
守
す

る
意
識
を
高
め
て
い
き
た
い
。

答 　
　
交
通
死
亡
事
故
の
減
少
対
策
は
。

問

　
　
知
事
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
向
け
の
輸

出
の
拡
大
に
向
け
、検
疫
条
件
等
に

つ
い
て
生
産
者
に
説
明
す
る
と
と

も
に
、１
月
に
は
輸
出
検
疫
の
専
門

家
を
招
い
た
研
修
会
を
開
催
す
る

ほ
か
、検
疫
条
件
を
満
た
す
た
め
の

盆
栽
棚
の
整
備
や
防
除
機
械
の
導

入
等
に
対
す
る
助
成
な
ど
を
行
う
。

　
新
た
な
市
場
に
関
し
て
は
、
現

在
、
国
に
お
い
て
カ
ナ
ダ
と
盆
栽
の

答 問　
　
盆
栽
の
海
外
輸
出
は
。

自民党議員会リベラル香川
竹本 敏信 議員

　
　
来
年
度
の
予
算
編
成
と
中
期

財
政
概
算
見
通
し
を
踏
ま
え
た
今

後
の
財
政
運
営
は
。

問　
　
知
事
令
和
７
年
度
ま
で
の
中

期
財
政
概
算
見
通
し
で
、
１
２
７
億

円
か
ら
２
６
５
億
円
の
財
源
不
足
が

見
込
ま
れ
る
中
、
持
続
可
能
で
安
定

的
な
財
政
運
営
の
確
保
に
は
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
踏
み
込
ん
だ
取
組
み
が

不
可
欠
で
あ
る
た
め
、
具
体
的
取
組

み
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
た
い
。

　
来
年
度
の
予
算
編
成
は
、計
画
的

で
身
の
丈
に
あ
っ
た
財
政
運
営
に

向
け
た
取
組
み
を
強
力
に
進
め
、国

の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
関
連
予
算
の
状
況
等
を
見
極

め
な
が
ら
、
直
面
す
る
﹁
災
害
に
強

い
香
川
づ
く
り
﹂、﹁
人
口
減
少
問
題

の
克
服
と
地
域
活
力
の
向
上
﹂、﹁
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

や
そ
れ
に
伴
う
社
会
変
革
等
へ
の

対
応
﹂に
力
点
を
置
き
進
め
る
。

答

り
、全
校
生
が
と
も
に
地
域
の
こ
と

を
学
ぶ
機
会
を
設
け
た
り
す
る
こ
と

に
よ
り
、地
域
へ
の
理
解
を
深
め
、愛

着
を
育
成
し
、卒
業
後
も
地
域
と
関

わ
り
続
け
る
生
徒
を
育
成
し
た
い
。

池
管
理
者
に
通
知
し
、協
力
を
求
め

て
お
り
、
今
後
は
、
農
繁
期
以
外
の

期
間
の
落
水
に
つ
い
て
も
、下
流
域

の
氾
濫
軽
減
や
た
め
池
の
安
全
性

確
保
の
観
点
か
ら
、検
討
し
た
い
。

　
流
域
全
体
で
治
水
対
策
を
行
う

﹁
流
域
治
水
﹂の
趣
旨
も
踏
ま
え
、老

朽
た
め
池
の
整
備
な
ど
の
ハ
ー
ド
対

策
と
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
な
ど

の
ソ
フ
ト
対
策
に
総
合
的
に
取
り
組

む
ほ
か
、た
め
池
管
理
者
や
地
域
住

民
等
と
も
連
携
し
な
が
ら
保
全
管
理

体
制
の
強
化
を
図
る
な
ど
、た
め
池

の
防
災
減
災
対
策
に
取
り
組
む
。

輸
出
解
禁
に
向
け
た
協
議
が
行
わ

れ
て
お
り
、そ
の
動
向
を
注
視
し
つ

つ
、
産
地
の
意
向
を
把
握
し
て
い

く
。新
た
な
海
外
需
要
を
掘
り
起
こ

す
た
め
、
盆
栽
の
交
流
拠
点
施
設

﹁
高
松
盆
栽
の
郷
﹂
を
核
に
、
国
内
外

の
愛
好
家
に
向
け
た
イ
ベ
ン
ト
等

の
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
や
、生
産
者
団

体
に
よ
る
多
言
語
で
の
情
報
発
信

を
支
援
す
る
な
ど
、本
県
の
盆
栽
の

魅
力
を
国
内
外
に
発
信
し
て
い
く
。海外でも人気の盆栽
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ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
＝
本
来
大
人
が
担
う
と
想
定
さ
れ
る
よ
う
な
家
事
や
家
族
の
介
護
、世
話
な
ど
、年
齢
や
成
長
の
度
合
い
に
見
合
わ
な
い
重
い
責
任
を
担
う
こ
と
に
よ
り
、学
校
生
活
や
自
ら
の
成
長
等
に
影
響
が
及
ん
で
い
る
子
ど
も
た
ち
。

議員
自民党県政会

白川 和幸

消防団の充実強化に向けた取組みは。
今年度創設の「災害に強い香川づく

り」集中対策推進事業で「消防団の機能

強化」を重点分野の一つに位置づけ、消

防団施設等の機能充実に取り組んでい

る。消防団活動に積極的に協力し、地域

貢献を果たす事業所を評価する「消防団

協力事業所表示制度」の実施を各市町

に働きかけ、一層の拡充に努めている。

新型コロナウイルス感染症の影響
を踏まえた県産品振興策の強化は。

コロナ禍で通販サイトの利用が増え

ており、首都圏の百貨店のオンラインス

トアでの県産品販売を12月下旬から開

始する。かがわ物産館「栗林庵」の通販

サイトでは、作り手の思いやこだわり等

の動画での紹介や、それらを育んだ本県

の豊かな気候風土、関連する観光地情

報も発信し、販売、誘客等に取り組む。

自民党県政会

氏家 孝志
議員議員

公明党議員会

都築 信行
議員

地域特産品に対する積極的な支援は。
農業者自らが行う地域特産品の商品

開発や販路開拓の推進のため、６次産

業化プランナーの派遣による助言・指導

や異業種交流会の開催など、段階に応

じて支援している。農業者や食品関連

企業などの関係者がネットワークを構築

しての試作品製造等を支援する「地域

食農連携プロジェクト推進事業」が国の

来年度の概算要求に盛り込まれており、

情報収集に努め、活用を検討したい。

問問
答答

小児慢性特定疾病への支援は。
国の制度に基づく医療費の助成や、

自立支援員等の相談などを行っている。

今後は、子どもの成長過程や病状に応じ

た将来の生活のための支援や保護者な

どの精神的負担軽減支援の充実が必要

であり、ノウハウを有するＮＰＯ法人との

連携・協力を検討したい。

問問
答答

農業振興地域制度の運用は。
市町が必要な計画を策定することに

より、「農振除外」が認められる土地利

用調整制度があるため、各市町が、農業

振興地域制度はもとより、農村地域に

おける産業の導入の促進に関する制度

等の理解を深め、計画的な土地利用調

整を行えるよう、企業誘致等の担当部

局とも連携や研修会開催などで、実務

に関する情報共有を図っていきたい。

問問
答答

答答

ドクターヘリ運航調整委員会で、今年

度中に、運航要領の素案を取りまとめる

ほか、選定した運航会社と連携を図る。

地元市町や消防機関の協力も得ながら、

島嶼部など、必要な地点での離着陸場

を設定するほか、患者の状況に応じた防

災ヘリとの連携や、近県のドクターヘリと

の広域的な協力体制の構築に取り組む。

ドクターヘリ導入を見据えた救急
医療体制の構築は。
問問

答答
知事医療費負担が高額となるため、

県と高松市が助成を行っており、昨年

度の受給者数は８２７人となっている。

成人後の自立が円滑に進むよう相談窓

口を設けるほか、子どもを一時的に受

け入れる「小児レスパイト事業」等を実

施している。家族の抱える課題への支

援は、子どもの成長過程や病状に応じ

た将来の生活のための支援や保護者な

どの精神的な負担軽減支援の充実が

必要であり、ノウハウを有する民間団

体との連携・協力を検討したい。

教育長長期の入院生活が必要な児童

生徒の学びの場として、小学校で３学

級、中学校で３学級の院内学級が３か

所の病院に設置されており、高等学校

では、病気療養中の生徒に対する遠隔

教育の単位認定等の要件が緩和され

た。ＩＣＴの効果的な活用方法の研究

を進め、学校と病院の連携強化や教職

員の指導力向上などに取り組む。

小児慢性特定疾病への支援は。問問
答答

「おいでまい」は、米の食味ランキン

グで特Ａ評価を４回獲得しており、その

高い品質を確保しながら収穫量を増や

すため、施肥や水管理などの栽培技術

の改善に取り組み、技術の普及を図って

いる。生産者からは、「いもち病」に弱い

と指摘されており、それを克服するため

農業試験場で品種改良を進めている。

水稲の品種改良に向けた取組みは。問問
答答

香川県支部では、脳血管疾患など

は、本部が委嘱している専門医の医学的

知見を得て、認定判断を行っている。国

の労災認定基準の見直しの検討を受け

て、基金本部で対応を検討中であり、そ

の動向を注視するほか、整形外科医以

外の支部専門医の委嘱も検討したい。

地方公務員災害補償基金のあり方は。問問
答答

リベラル香川

米田 晴彦
自民党議員会

辻村　修
議員

中小企業の資金繰り支援は。
県の制度融資において３年間無利子

で全期間保証料ゼロの新型コロナウイル

ス感染症対応資金融資や、８千万円上限

で県が信用保証料を全額補給する危機

関連融資を実施している。今後の資金繰

り支援策には、国の動向を注視しつつ、必

要に応じて追加的対応も検討したい。

移住促進やサテライトオフィス等誘致は。
県外本社の企業等に対し、県内にサ

テライトオフィスを新設する際の補助制

度を設けるとともに、テレワークにより

地方への新しい人の流れを大きくするた

めの国の交付金を活用し、施策の充実を

検討したい。ワーケーションは、情報収

集を行うほか、誘致に向け、利用可能な

施設等の情報発信などに取り組む。

学力・学習状況の経年調査は。
学習状況調査で、児童生徒の学習

状況をきめ細かく把握し、理解の程度

に基づく個に応じた指導につなげてい

るが、児童生徒に学力の伸びを実感さ

せることは、学習意欲の醸成にもつな

がることから、今後、児童生徒に対する

フィードバックの方法など、より効果的

な調査になるよう検討する。

問問

問問

答答

人口減少への対策は。　
交流人口や関係人口の観点から、魅

力ある大学づくりや、社会環境等の変化

も踏まえた企業の先端技術の活用支

援・働き方改革の推進などのほか、テレ

ワークを活用した企業誘致や移住促進

などにも積極的に取り組み、本県の魅力

を高め、若い世代の希望の実現や郷土

への誇りの醸成にもつなげる。

問問
答答

中学校の部活動指導員制度の活用は。
専門的指導ができる人材の不足や

国の補助要件が厳しく、部活動指導員

は７市町１６名の配置にとどまってい

る。国に補助事業の継続・拡充や補助

率のかさ上げ等を強く求めるほか、市

町教育委員会や関係団体と連携し、資

質・能力の向上に向けた研修や指導者

のデータバンクの充実を図るなど、部活

動指導員の活用に一層取り組んでいく。

問問
答答

答答

移住促進と連携した技の伝承は。
移住促進に向けて本県の魅力とあ

わせて、伝統的工芸品の魅力も発信す

るとともに、東京や大阪等の移住・交流

コーディネーターが、移住相談窓口で、

伝統的工芸品に関心があり、それに携

わりたい相談者の希望を聞き取り、産地

組合や製造事業者への橋渡しを行う。

答答
問問

用水路等の転落防止対策は。
昨年８月に「用水路等転落事故防止

対策検討委員会」を設置し、事故発生箇

所の用水路等の情報をまとめた「用水路

等転落事故カルテ」を作成したほか、今

年度内に、各道路管理者が効果的な転

落防止対策を講じるためのガイドライン

を策定する。国の補助事業を活用し、高

松市の古高松土地改良区ほか７土地改

良区が、今年度、約３.９キロメートルの転

落防止柵等の安全対策を実施する。

答答
問問

県内交通事業者への支援は。
交通事業者の感染防止対策や「新し

い生活様式」に対応する利用促進等を

支援するとともに、事業存続に向け既存

制度の拡充などを国に要望を行ってき

た。旅客船・フェリー事業者に対しては、

収入が一定以上減少している場合に港

湾施設使用料等の納付を猶予できる制

度を定めるとともに、「定期旅客船事業

者支援事業」による支援を行っている。

答答
問問

視覚障害者への支援は。
スマートフォンを通じ、音声や振動、

画面により歩行者用信号機の情報を伝

える歩行者支援装置は、宮城県、千葉

県及び静岡県で、今年度から正式運用

されている。来年度以降警察庁で、東

京都や政令指定都市を有する府県で導

入計画がある。他県の状況や有効性を

調査・研究するほか、県下の情勢を踏ま

え必要な対策を進めていく。

答答
問問

子どもの性被害の防止の取組みは。
小・中学校の校長研修会で不祥事防

止に向けた教職員への留意事項や校内

の環境づくりのポイントを示すととも

に、ＳＮＳの私的な利用について指導

の徹底を呼びかけた。「オリーブかが

わ」の相談窓口等を生徒に周知している

ほか、子どもを性暴力の当事者にしな

いための教育や啓発に一層取り組む。

答答
問問

コロナ禍における雇用対策は。
学生や離職を余儀なくされた方など

と、企業との就職面接会を、対面式によ

り開催したほか、中小・小規模事業者の

採用活動等の環境整備として、ウェブ面

接の導入方法を説明した動画の配信や

テレワーク等の導入経費の助成などに

取り組むなど、求職者の就職と中小・小

規模事業者の人材確保を支援していく。

答答
問問

問問

自民党県政会

松原 哲也
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答答
問問

答答
問問

県庁のリモートワーク推進は。
今年度、職員のパソコンをモバイル

化し、今後は、押印の見直しや、行政手

続きのオンライン化を進め、環境を整

備する一方で、在宅勤務に伴う人事管

理などの課題は、国や他の自治体の動

向も注視しながら検討する必要があ

る。各部局長に、在宅勤務等を実施し

やすい雰囲気づくりに努めるよう周知

しており、職員の意識醸成に取り組む。

答答
問問

高校教育のデジタライゼーション
の推進は。

新学習指導要領では、論理的思考を

養うためのプログラミング教育の一層の

充実が図られるほか、大学入学共通テス

トにおいては、教科「情報」の新設が検

討され、担当教員の指導力向上が重要

である。タブレット端末は、より学びを

深めるために、１人１台の環境整備が重

要であり、国の方向性を注視し、生徒個

人の端末の使用も含め、検討する。

答答

問問

国の調査結果を受け、各市町にヤング

ケアラーの理解促進と関係機関の連携に

よる支援を依頼した。児童相談所におい

て、早期発見に向け状況把握を行い、それ

ぞれの家庭に応じた支援の充実を図って

いく。１１月には全国知事会を通じヤング

ケアラーの支援体制の強化を提言した。

ヤングケアラー（          　）への支
援は。
問問

答答
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日本共産党議員団

樫　昭二
議員

国民健康保険料に関する市町への
対応は。

新型コロナウイルス感染症の影響に

より収入が減少した被保険者の保険料

の減免については、各市町の保険料決

定通知に詳細な内容の文書を同封する

など周知に努めており、対象者が確実

に申請できるよう、各市町と連携を図り

ながら丁寧に対応する。保険料を滞納

した世帯に対する短期被保険者証や資

格証明書の発行は、特別な事情の有無

や生活実態などを十分に把握したうえ

で行うよう指導しており、引き続き、各

市町に対して周知・指導に努める。

問問

問問

答答

農林業センサスの調査結果の受け
止めは。

高齢化した農家の後継者不足など

により基幹的農業従事者数は大きく減

少している一方で、集落営農や大規模

な農業法人の増加により農地の流動化

が進み、経営耕地面積の減少幅は抑え

られているものの、全体としては依然と

して厳しい状況にあると認識している。

問問

答答

小・中学校の少人数学級の実現は。
国で検討されている30人学級は、今

後その動向を注視する。本県の小・中

学校における少人数学級は、国の定数

の活用や県単独予算措置により、小学

１年から４年、中学１年で35人学級を

実施しており、今後、少人数学級の充実

について検討する。

答答

自民党議員会

松本 公継
議員

自民党県政会

谷久 浩一
議員

オンライン会議の活用は。
１月から職員用パソコンを使用してオ

ンライン会議を実施できる体制となる。

会議を実効性のあるものとするため、実

施手順や実施の意義などを記載したマ

ニュアルを作成し、定期的に職員研修を

実施するほか、必要に応じ担当職員がサ

ポートを行うなど、一層の定着を図る。

問問
答答

観光情報の発信力強化は。
ＳＮＳに公式アカウントを開設する

ほか、著名なブロガーやインフルエン

サーを招聘し、本県の魅力を国内外に広

く発信している。地域に寄り添った感度

の高い情報を発信するローカルインフル

エンサーは、効果が高く、大きな注目や

共感を集めることから、小豆島の事例

に続けて、積極的な活用を検討したい。

問問
答答

実効性のある医師確保対策は。
医学生修学資金貸付制度や指導医

の資格取得の支援など、医師の確保、

育成の継続的な取組みが不可欠であ

る。小豆保健医療圏への地域枠医師の

配置は、小豆島中央病院を重点配置病

院群の中に位置づけており、今後、増

加する地域枠医師を香川大学医学部

附属病院と協議のうえ、配置していく。

問問
答答

プロジェクトチームは県立学校12

校の情報担当教員で構成され、来年度

は38校全てに拡充する。各校で、まず

はＩＣＴ活用を得意とする教員が研究

授業を行い、その検討会を通じて、他

の教員にも普及させ、ＩＣＴ活用指導

力の向上を図りたい。県立学校のプロ

ジェクトチームで提案された効果的な

活用方法などを共有し、県内の小・中

学校に幅広く普及させる。

ＩＣＴ活用教育プロジェクトチーム
の検討状況は。
問問

答答

香川県地域防災計画の見直しは。
計画には、防災対策上の新たな課題

を踏まえ、長期停電への対応強化などを

盛り込むことを検討しているほか、避難所

開設時の感染防止対策なども盛り込む必

要がある。届出避難所を導入している市

町はないが、自治会などが集会所等を独

自に避難所として開設する事例があり、よ

り多くの避難場所を確保する観点から、

制度の導入について各市町と議論したい。

問問
答答

接種体制は、国の要綱により、各市町

で、医療機関等との委託契約、住民への

接種勧奨や個別通知などを行い、県で、

地域の卸売販売業者との調整などを行

うこととなっている。ワクチン供給が可

能となった場合に、早期に接種を開始で

きるよう、関係機関が集まる連絡会を

設置し、検討を行うなど準備を進める。

新型コロナウイルス感染症ワクチ
ン開発後の体制整備は。
問問

答答

児童生徒がヤングケアラーとなり、

学習活動に支障をきたしていると分

かった場合、保護者と相談し、担任や教

育相談担当教諭に加え、スクールソー

シャルワーカーなど専門スタッフもチー

ムとなり、市町や児童相談所等、多様

な機関と連携し、支援方針を確認する

など対応する。

家族の介護や世話を行う子どもに
対する支援は。
問問

答答

教育機会の確保は重要である。ＩＣＴ

の活用で不登校や病気療養中の児童生

徒への支援が可能だが、出席扱いとする

ための同時双方向型の配信などの条件

や不登校を助長しないなど、整理すべき

課題がある。多角的に研究し取り組む。

不登校等の児童生徒に対するＩＣＴ
を活用した授業の実施は。
問問

答答

温室効果ガス排出実質ゼロ宣言へ
の決意は。

県民の意識の醸成を図るうえで有用

であると考えており、宣言の効果を高め

るためには、各市町との連携や経済界な

どの理解と協力が欠かせないことから、

今後、それぞれの意見も聞いて検討する。

問問

答答

811月定例会　一般質問

（
要
旨
）質 問 12月11日

県民ネットワーク

山本 悟史
議員

コロナ禍でのオリーブの消費拡大は。
家庭消費や通信販売が増加する中、

家庭料理の食材に取り入れてもらえる

よう、モデル校の学校給食で県産オリー

ブを提供・紹介していく。インターネット

販売などで宅配サービスを行うオリーブ

オイル等の生産者を県ポータルサイト上

で紹介するほか、オイルの鮮度保持機能

や利便性を兼ね備えた少量容器での販

売に関する事業者向け研修会等で消費

者ニーズに即した商品づくりを進める。

問問
答答

迷惑行為への対応は。
刑事手続を執ることが可能な場合

は、迷惑防止条例や刑法、軽犯罪法等

あらゆる法令を多角的に活用して検挙

している。事件検挙が困難な事案は、

重点警戒、防犯カメラの設置等、事案

抑止のための活動を行うほか、弁護士

による民事調停等の教示、県や市町の

行政機関の窓口紹介等、相談者の立場

に立った各種支援活動を行っている。

問問
答答

議員

結婚新生活支援事業の市町への
展開は。

来年度からの交付要件緩和や補助額

上限の倍増の報道を受け、事業に取り

組む市町が増えると考えている。今後の

国における支援拡充や要件緩和、市町へ

の補助率引き上げの制度設計を注視し、

事業を実施する市町の増加のために、

どのような対応ができるかを検討する。

問問

答答

キャッシュレス経済の進展と県内
経済の活性化は。

本県の社会経済活動の回復や感染症

に強い香川づくりにつながる事業者の

新しい取組みの支援のために創設した

「前向きに頑張る事業者を応援する総合

補助金」で事業者のキャッシュレス決済

端末導入等を支援するなど、キャッシュ

レス化の推進に取り組んでおり、利便性

の向上がもたらす消費活性化効果によ

り県内経済が活性化するよう取り組む。

問問

答答

犯罪被害者等支援条例の具体的な
支援策等や県警察における対応は。

知事具体的支援策等は現在検討中だ

が、これまでの犯罪被害者等への支援の

取組みを整理し、それを充実させていくこ

とが望まれていると考えており、犯罪被害

者等の意見なども踏まえながら、法律相

談や心理カウンセリング等について、より

きめ細かい支援を行うとともに、見舞金

に関しても前向きに検討していきたい。

警察本部長犯罪被害者等と密接に関

わってきた経験や知見を活かし、知事部

局と連携を図りながら適切に対応してい

きたい。公益社団法人「かがわ被害者支

援センター」において、途切れのない継

続的な犯罪被害者支援活動を推進でき

る体制が確保されるよう、必要な支援を

検討、推進していく。

問問

答答

「脱炭素」に向けた動きは加速化し

ており、県も方向性を一にして取り組む

必要がある。「ゼロカーボンシティ」の

宣言は、地球温暖化対策を進めるうえ

で県民意識の醸成に有用であり、宣言

の効果を高めるためには、各市町との

連携や経済界などの理解と協力が欠

かせないことから、今後、それぞれの意

見を聞いて検討する。

「ゼロカーボンシティ」への取組みは。問問
答答

まちづくりの主体である市町が、商店

街への支援を通じ、どのようなまちづくり

を行うのかが重要であると考えており、

各市町と協調して商店街の活性化のため

の支援を行っていくことが県の役割であ

る。今後も、各市町や地元商店街と連携

し、ハードとソフトの両面から支援する。

空き店舗対策と商店街の活性化は。問問
答答

自民党県政会

高木 英一
議員

リベラル香川

森　裕行

文化財を活用した観光施策は。
教育委員会が運営するウェブサイト

で主要な文化財の魅力を多言語で紹介

し、県公式観光サイトから閲覧できるよ

うにするとともに、国の制度を活用し、各

市町、観光協会などとの連携のもと、文

化財を含む地域の観光資源や歴史的背

景などを、多言語で解説したウェブコン

テンツや案内看板等を作成している。旅

行商品の造成も、文化財を巡るモニター

ツアーを実施してきたほか、外国人観光

客向けに、文化財や観光地をつなぐモデ

ルコースを多言語で紹介し、スタンプラ

リー機能を組み込んだ新たなウェブサイ

トの制作を進めており、周遊・滞在型観

光につなげていきたい。文化財の観光資

源としての価値を高める取組みは、文化

財の保存修理や外装などの美観向上に

加え、市町が保存活用地域計画を作成す

ることで、国の補助対象に文化財を活用

するための環境整備も含まれることか

ら、今後、計画づくりを支援していく。

問問
答答

伝統建築の技の継承の取組みは。
文化財保護条例で、文化財の保存の

ために欠くことのできない伝統的技術・

技能を選定し、必要な措置をとること

ができることから、県教育委員会は、団

扇製造、獅子頭製作、石工、船大工など

の伝統的技術・技能の基礎調査を実施

したが、伝統建築の技の調査は行って

いない。今回のユネスコ無形文化遺産

への登録勧告や最近の古民家再生ブー

ムにより、伝統建築の技に注目が集

まっており、今後、各市町が文化財保存

活用地域計画を作成していく中でも、

建造物の保存や活用は重要な要素とな

ることから、建造物の保存、継承が進む

よう支援していくとともに、伝統建築の

技の継承について、民間団体や大学な

どから意見を伺い、検討していきたい。

問問
答答
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問ク
ル
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船
の
受
入
れ
と
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致

感
染
症
対
策
と
今
後
の
誘
致
は
。

問答
自
殺
者
数
は
８
月
ま
で
減

少
傾
向
に
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た
が
９
月
か

ら
増
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に
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。
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問
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。

　﹁
移
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は
、ウ
イ
ル
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散
防
止
の
た
め
、
原
則
出
荷

で
き
な
い
た
め
、
経
営
に
影
響
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て
お
り
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出
荷
先
等
ま
で
影
響

が
及
ぶ
と
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え
ら
れ
る
。
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農
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か
な

対
応
を
行
い
、
庁
内
関
係
部
局
や

金
融
機
関
と
連
携
を
図
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必
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な
支
援

が
受
け
ら
れ
る
よ
う
取
り
組
む
。

答

■
文
教
厚
生
委
員
会

全
国
か
ら
の
生
徒
募
集
に
関

し
、
令
和
３
年
度
の
入
学
者
選
抜

は
、
県
立
中
学
校
・
公
立
高
校
14
校

で
、受
入
れ
上
限
数
１
５
１
名
で
実

施
す
る
予
定
で
あ
る
。各
校
の
特
徴

を
紹
介
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配

布
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
県
人
会
や
移

住
フ
ェ
ア
な
ど
を
通
じ
て
の
広
報

な
ど
を
行
っ
て
い
る
。令
和
４
年
度

は
全
て
の
県
立
学
校
で
実
施
し
て

い
く
方
向
で
準
備
し
て
い
る
。　
　

　
学
区
の
弾
力
的
運
用
も
、
令
和

準
備
状
況
と
今
後
の
取
組
み
は
。

魅
力
あ
ふ
れ
る

県
立
高
校
推
進
ビ
ジ
ョ
ン

こころの不安を抱えている方へのリーフレット高松港に入港するクルーズ客船（イメージ）

４
年
度
か
ら
実
施
す
る
方
向
で
検

討
し
て
お
り
、
生
徒
た
ち
が
特
色

あ
る
普
通
科
を
全
県
か
ら
選
択
で

き
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
各

高
校
が
他
学
区
か
ら
の
受
入
れ
を

意
識
す
る
こ
と
で
魅
力
的
な
高
校

づ
く
り
の
促
進
に
つ
な
げ
た
い
。

一
方
、
進
路
指
導
が
難
し
く
な
る

な
ど
の
不
安
の
声
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
ま
ず
は
定
員
の
５
％
を
受
入

枠
の
予
定
と
し
て
い
る
が
、
実
施

に
当
た
り
十
分
に
検
討
し
て
い
き

た
い
。
実
施
後
は
、
志
願
状
況
、
中

学
校
や
高
校
へ
の
影
響
等
も
検
証

し
て
い
き
た
い
。

問答

■
経
済
委
員
会

常
任
委
員
会
だ
よ
り

10常任委員会だより

　
そ
の
ほ
か
、
情
報
通
信
関

連
産
業
の
育
成
・
誘
致
、
デ
ジ

タ
ル
社
会
推
進
の
問
題
点
、

国
勢
調
査
、
職
員
の
働
き
や

す
い
職
場
づ
く
り
、
海
外
地

方
自
治
体
と
の
交
流
促
進
、

書
面
規
制
・
押
印
・
対
面
規
制

の
見
直
し
に
係
る
県
内
部
で

の
事
務
処
理
、
高
病
原
性
鳥

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
防
疫
業
務

に
従
事
し
た
職
員
へ
の
対

応
、
消
費
者
行
政
、
交
通
死
亡

事
故
へ
の
対
策
な
ど
に
つ
い

て
た
だ
し
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
、自
治
体
新
電
力
、合

併
浄
化
槽
へ
の
転
換
の
促
進
、プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
対
策
、森
林
環

境
譲
与
税
、食
品
ロ
ス
削
減
へ
の

取
組
み
、ナ
ラ
枯
れ
、鳥
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
発
生
に
伴
う
野
鳥
調
査
、

気
候
変
動
適
応
、
道
路
橋
梁
管

理
、河
川
の
維
持
修
繕
、
空
き
家

対
策
、県
道
三
木
綾
川
線
バ
イ
パ

ス
、建
設
業
の
担
い
手
確
保
、汚
水

処
理
事
業
の
広
域
化
・
共
同
化
、中

方
橋
の
工
事
進
捗
状
況
、春
日
川

に
お
け
る
ホ
テ
イ
ア
オ
イ
対
応

な
ど
に
つ
い
て
た
だ
し
ま
し
た
。

空
き
家
対
策

次
期
環
境
基
本
計
画

取
組
み
の
成
果
と
策
定
方
針
は
。

現
行
計
画
に
定
め
る
80
の

指
標
の
う
ち
、
39
項
目
が
Ａ
評
価
、

16
項
目
が
Ｂ
評
価
と
な
る
ほ
か
、

県
政
世
論
調
査
で
は
、
環
境
に
対

す
る
満
足
度
が
計
画
策
定
前
よ
り

上
昇
し
て
い
る
な
ど
、
一
定
の
成

果
を
上
げ
て
い
る
と
考
え
る
。

　
次
期
計
画
で
は
、
現
行
計
画
の

基
本
的
な
考
え
方
は
引
き
継
ぐ

が
、
環
境
の
課
題
は
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

目
標
達
成
に
貢
献
す
る
視
点
が
大

切
に
な
る
こ
と
か
ら
、﹁
環
境
の
将

来
像
﹂
を
、﹁
県
民
み
ん
な
で
つ
く

る 

人
と
自
然
が
共
生
す
る
持
続

可
能
な
香
川
﹂と
し
た
い
。

問答

内
容
と
県
民
へ
の
周
知
は
。

■
環
境
建
設
委
員
会

■
総
務
委
員
会

環境建設委員会の審査の模様

作
成
に
当
た
り
、
想
定
し
得

る
最
大
規
模
の
高
潮
に
対
応
す
る

た
め
、台
風
の
中
心
気
圧
は
国
内
で

の
既
往
最
大
規
模
の
室
戸
台
風
の

９
１
０
ヘ
ク
ト
パ
ス
カ
ル
、台
風
の

移
動
速
度
と
暴
風
域
は
国
内
で
の

既
往
最
大
の
伊
勢
湾
台
風
の
時

速
73
キ
ロ
、暴
風
域
半
径
３
５
０
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
相
当
を
想
定
し
て
い

る
。現
在
、こ
れ
ら
の
条
件
で
複
数

の
経
路
を
設
定
し
て
、
高
潮
に
よ

る
潮
位
変
化
や
浸
水
状
況
の
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
お
り
、

高
潮
浸
水
想
定
区
域
図
の
公
表

浸
水
範
囲
は
平
成
16
年
の
台
風
16

号
を
上
回
る
見
込
み
で
あ
る
。
高

潮
浸
水
想
定
区
域
図
は
、
今
年
度

末
ま
で
の
公
表
を
目
指
す
。

　
本
年
５
月
に
、県
内
全
て
の
海
岸

を
水
位
周
知
海
岸
に
指
定
す
る
予

定
で
あ
り
、指
定
し
た
全
て
の
海
岸

で
高
潮
特
別
警
戒
水
位
を
定
め
、

そ
の
水
位
に
達
し
た
と
き
は
、
関

係
市
町
に
通
知
す
る
と
と
も
に
、

報
道
機
関
の
協
力
を
得
て
一
般
に

も
周
知
す
る
。関
係
市
町
で
は
、高

潮
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し
住

民
に
周
知
し
て
、
高
潮
に
対
す
る

心
構
え
や
知
識
の
醸
成
を
図
る
。

問答 空
き
家
対
策

条
例
施
行
に
向
け
た
今
後
の

取
組
み
や
具
体
的
な
支
援
策
等
は
。

条
例
案
が
議
決
さ
れ
た
場

合
、
４
月
１
日
の
条
例
施
行
に
向

け
て
、
広
報
誌
等
の
活
用
な
ど
に

よ
り
、
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
、
積

極
的
な
広
報
・
啓
発
を
図
り
た
い
。

﹁
犯
罪
被
害
者
等
支
援
に
関
す
る

指
針
﹂
を
条
例
施
行
に
併
せ
て
策

定
し
、
具
体
的
な
施
策
は
指
針
の

中
で
示
し
た
い
。

　
具
体
的
な
支
援
策
に
つ
い
て

は
、
か
が
わ
被
害
者
支
援
セ
ン

タ
ー
が
実
施
し
て
い
る
弁
護
士
に

犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例

よ
る
法
律
相
談
や
臨
床
心
理
士
に

よ
る
心
理
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
相

談
日
等
の
拡
充
な
ど
、
こ
れ
ま
で

の
犯
罪
被
害
者
等
へ
の
支
援
の
取

組
み
を
整
理
し
、
さ
ら
に
充
実
さ

せ
て
い
き
た
い
。

　
見
舞
金
制
度
は
、
国
の
犯
罪
被

害
者
等
給
付
金
の
支
給
が
半
年
程

度
の
時
間
を
要
す
る
た
め
、
支
給

さ
れ
る
ま
で
の
間
の
経
済
的
支
援

策
と
し
て
、
見
舞
金
の
導
入
に
向

け
て
、
先
例
県
の
手
法
を
参
考
に

し
つ
つ
、
知
事
部
局
と
県
警
察
の

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
前
向
き
に

検
討
し
た
い
。

問答

問
一
階
に﹁
展
示
・
イ
ベ
ン
ト
・
交

流
ス
ペ
ー
ス
﹂と﹁
一
般
レ
ス
ト
ラ

ン
﹂、二
階
に﹁
オ
フ
ィ
ス
・
ビ
ジ
ネ
ス

ス
ペ
ー
ス
﹂と﹁
高
級
レ
ス
ト
ラ
ン
﹂

を
配
置
す
る
こ
と
を
基
本
に
、再
開

発
組
合
と
の
協
議
を
進
め
て
い
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
る
、
テ
レ
ワ
ー
ク
を

は
じ
め
と
す
る
デ
ジ
タ
ル
技
術
の

進
展
や
新
し
い
生
活
様
式
に
も
対

再
開
発
ビ
ル
に
取
得
す
る
権

利
床
︵
　
　
　
　 

︶の
活
用
方
法
の

検
討
状
況
は
。

東
京
讃
岐
会
館
周
辺
の
再
開
発
事
業

応
し
た
設
備
の
設
置
な
ど
、
社
会

経
済
情
勢
の
変
化
も
踏
ま
え
つ

つ
、検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

答

再開発事業のイメージパース

※
4 

権
利
床
＝
市
街
地
再
開
発
事
業
に
お
い
て
、従
前
の
権
利
者
の
権
利
を
原
則
と
し
て
等
価
で
置
き
換
え
た
新
し
い
再
開
発
ビ
ル
の
床
。

※
4 
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「時を共に」  高松第一高校3年　矢野 百花さん
　この写真は夏の夜明けに、五色台で撮影しました。県内で開催された写真競技大会

で、日の出を見に行った時に撮りました。オクテトラのシルエットを意識して撮る位置

を調整しました。期間中、県内の写真部の方と写真漬けの日を過ごし、技術面の向上や

写真の魅力、撮る楽しさ、協力する大切さを学びました。残りの高校生活では、自分に

しか撮れない世界の、思い出して幸せになれる瞬間を撮っていきたいと思います。

　「高校生フォトコンテスト」の
入賞作品のうち、県議会議長
賞を各号の表紙としてお届け
し、広報委員長賞及び佳作を
誌面でご紹介します。
　入賞者の言葉とともに高校
生の視点で捉えた「香川」のあ
れこれをお楽しみください。

今月の表紙

高校生フォトコンテスト広報委員長賞
「男達の正月」 撮影者：多度津高校3年 植松 大地さん

高校生フォトコンテスト 佳作 
「Paradise of light」 撮影者：香川県藤井高校2年 森崎 光星さん

決
算
行
政
評
価

特
別
委
員
会

﹇
10
月
13
日・
14
日・
19
日・
20
日・
26
日・
30
日
﹈

　

令
和
元
年
度
の一般
会
計
の
決
算
は
、歳
入
が
４
，６
９
０

億
円
余
、歳
出
が
４
，５
８
８
億
円
余
で
、歳
入
、歳
出
と

も
に
２
年
連
続
し
て
前
年
度
の
決
算
額
を
上
回
り
ま
し

た
。翌
年
度
に
繰
り
越
す
べ
き
財
源
を
除
い
た
実
質
収
支

は
50
億
円
余
の
黒
字
で
、単
年
度
収
支
は
８
億
円
余
の

黒
字
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

特
別
会
計
の
実
質
収
支
は
、全
体
で
25
億
円
余
の
黒

字
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

県
立
病
院
事
業
会
計
の
純
損
益
は
、中
央
病
院
に
お

い
て
急
性
期
医
療
へ
の
機
能
特
化
が
よ
り
一
層
進
み
、診

療
単
価
が
上
昇
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
病
院
事
業
収
益
が

増
加
し
ま
し
た
が
、医
療
の
高
度
化
に
伴
う
抗
が
ん
剤
な

ど
高
額
な
薬
品
の
増
加
に
よ
り
、材
料
費
が
増
加
す
る

な
ど
、事
業
費
用
も
増
加
し
た
た
め
、前
年
度
よ
り
１
億

８
千
万
円
余
悪
化
し
、13
億
６
千
万
円
余
の
赤
字
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

財
政
健
全
化
判
断
比
率
は
、財
政
の
早
期
健
全
化
を

図
る
べ
き
基
準
値
を
、ク
リ
ア
し
て
い
ま
す
。

　

政
策
部
関
係
で
は
、大
学
等
の
魅
力
づ
く
り
、総
務
部

関
係
で
は
、県
広
報
誌
発
行
事
業
、危
機
管
理
総
局
関

係
で
は
、防
災
・
減
災
対
策
、環
境
森
林
部
関
係
で
は
、

地
域
に
根
差
し
た
環
境
学
習
、健
康
福
祉
部
関
係
で

は
、ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
の
県
民
へ
の
普
及
・
啓
発
、商
工
労
働

部
関
係
で
は
、働
く
女
性
の
活
躍
推
進
、交
流
推
進
部

関
係
で
は
、離
島
航
路
の
維
持
、農
政
水
産
部
関
係
で

は
、有
機
農
業
の
推
進
、土
木
部
関
係
で
は
、公
共
土
木

施
設
長
寿
命
化
事
業
、教
育
委
員
会
関
係
で
は
、不
登

校
対
策
、公
安
委
員
会
関
係
で
は
、サ
イ
バ
ー
犯
罪
へ
の

取
組
み
、病
院
事
業
関
係
で
は
、県
立
病
院
職
員
宿
舎

の
在
り
方
、ま
た
、総
括
と
し
て
は
、県
政
発
展
と
財
政

運
営
な
ど
、県
政
全
般
に
わ
た
り
審
査
し
ま
し
た
。

　
令
和
元
年
度
歳
入
歳
出
決
算（一般
会
計
、特
別

会
計
、県
立
病
院
事
業
会
計
）を
審
査
す
る
た
め

設
置
し
た
決
算
行
政
評
価
特
別
委
員
会
で
次
の

と
お
り
審
査
し
、11
月
定
例
会
で
認
定
し
ま
し
た
。

（文章は令和2年1月応募時のものです。）

閉
会
中
の
委
員
会
活
動〈
10
〜
11
月
中
〉

◆
総
務
委
員
会

︵
11
月
5
日
・
審
査
︶
特
定
非
営
利
活
動
法
人
農
村
歌
舞
伎
祇
園
座
保
存

会︵
高
松
市
︶、公
益
社
団
法
人
か
が
わ
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー︵
高
松

市
︶、農
業
試
験
場
跡
地
南
側
エ
リ
ア︻
谷
口
建
設
興
業
株
式
会
社︵
高
松

市
︶、株
式
会
社
仏
生
山
フ
ァ
ー
ム︵
高
松
市
︶、有
限
会
社
後
藤
哲
夫
建

築
事
務
所︵
高
松
市
︶、株
式
会
社
平
井
料
理
シ
ス
テ
ム︵
高
松
市
︶︼

◆
環
境
建
設
委
員
会

︵
11
月
2
日
・
審
査
︶
ち
ち
ぶ
の
会
︵
三
豊
市
︶、
一
の
谷
川 

総
合
流
域

防
災
河
川
事
業︵
観
音
寺
市
︶、尾
崎
東
川
通
常
砂
防
事
業︵
高
松
市
︶

◆
文
教
厚
生
委
員
会

︵
10
月
27
日
・
審
査
︶
Ｄ
ｏ
や
ま
び
こ
︵
高
松
市
︶、
香
川
県
環
境
保
健
研

究
セ
ン
タ
ー︵
高
松
市
︶、香
川
県
立
聾
学
校︵
高
松
市
︶

◆
経
済
委
員
会

︵
10
月
21
日
・
審
査
︶
株
式
会
社
ユ
ー
ミ
ッ
ク
︵
高
松
市
︶、
本
場
さ
ぬ
き

う
ど
ん
協
同
組
合︵
高
松
市
︶、大
塩
水
産
株
式
会
社︵
さ
ぬ
き
市
︶

◆
総
合
防
災
対
策
特
別
委
員
会

︵
11
月
13
日
・
審
査
︶
小
豆
地
区
消
防
本
部
︵
土
庄
町
︶、
奥
谷
池
︵
土
庄

町
︶、土
庄
港
海
岸
離
島
津
波
対
策
港
湾
海
岸
事
業︵
土
庄
町
︶

◆
少
子
化
対
策
特
別
委
員
会

︵
11
月
13
日
・
審
査
︶
く
に
と
う
幼
稚
園
︵
高
松
市
︶、
株
式
会
社
シ
ニ
ア

ラ
イ
フ
ア
シ
ス
ト︵
高
松
市
︶、さ
ぬ
き
こ
ど
も
の
国︵
高
松
市
︶

◆
地
域
活
力
向
上
対
策
特
別
委
員
会

︵
11
月
10
日
・
審
査
︶
日
本
画
家
福
本
百
恵
、
株
式
会
社
Ｓ
ｕ
ｎ 

ｓ
ｏ

︵
観
音
寺
市
︶

コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
を
鑑
み
、現
地
視
察
に
代
え
、県
議
会
の
委
員
会
室
に
説

明
者
を
招
き
、取
組
内
容
に
つ
い
て
意
見
聴
取
す
る
形
で
行
っ
て
い
ま
す
。

報告

https://smart.discussvision.net/
　 smart/tenant/pref_kagawa/
　 WebView/rd/council_1.html

香川県議会インターネット中継アドレス

香川県議会ホームページからもリンクしています▲

香川県議会ホームページで公開されてい
る本会議や委員会の生中継や録画配信
は、スマートフォンやタブレットでも視聴
できます。

議会インターネット中継
実施中！！


